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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

（9）花見川上流　～歴史と花に親しむ水辺～

基本方針
・緑豊かな水辺レクリエーション空間　　　　　　　　　　　　
・水辺との多様な関わりを通じた「親しみ感」の醸成

1）水域の概要
〈花見川（印旛放水路）〉

〈勝田川〉

(備考)町丁名の後ろの＊は、2つ以上の水域にまたがっている町丁を示します。

・花見川は、印旛沼の水位調整のために整備された放水路です。
・花見川上流域には、背後に住宅地や工業団地が立地している地域もありますが、流域に沿って緑地
が整備されており、花見川区を貫く形で緑地軸が形成されています。

・花島橋周辺は公園として自然歩道やサイクリングコースが整備されています。また、雑木林、竹林、
アシ、ススキ等の植生に恵まれ、市内でも有数の野鳥の生息地になっています。

・平成22年7月末現在、水域内の人口は約100,600人、世帯数は約43,200世帯です。（推計値）

対象区域位置図

①花島公園

②花島橋より上流を臨む
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水域の概要と水環境の現状

（9）花見川上流

①
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

2）水環境の現状

■水生生物の生息・生育状況
【魚　類】
平成14年度は5種、平成18年度は6種が確認されました。このうち重要種※は、モツゴ、トウ

ヨシノボリ、ヌマチチブの3種が確認されました。2回の調査でほぼ同様の魚類が確認されている
ことから、本地点における魚類の生息環境に大きな変化はないものと言えます。

【底生生物】
平成14年度は12種、平成18年度は10種が確認されました。このうち重要種は、テナガエビ、

スジエビ、コシアキトンボ、コオイムシの4種が確認されました。平成14年度及び平成18年度の
調査を比較すると、底生生物の生息環境に大きな変化はないものと言えます。

◇底生生物による生物学的水質判定
底生生物による生物学的水質判定を行うと、平成14年度及び平成18年度の春季ともに、「よご

れている」～「とてもよごれている」となっています。また、平成18年度秋季は、「とてもよごれ
ている」となっています。平成14年度と平成18年度を比較すると、平成18年度の秋季は、やや
汚濁に強い生物に適した生息環境にあると言えます。

なお、一般的にきれいな水域には｢カワゲラ類｣、わりあいきれいな水域には｢コカゲロウ類｣、よ
ごれている水域には｢ミズムシ｣、とてもよごれている水域には｢イトミミズ｣などの生物が当てはま
ります。

【植　物】
平成21年度に190種が確認されましたが、重要種は確認されませんでした。特定外来生物のア

レチウリが確認されました。

生物学的水質判定結果模式図（花島橋）

花見川上流の花島橋で確認された水生生物

注）太字は指標生物を示します。

※重要種
環境省や千葉市のレッドリスト等に記載され、千葉市の保護上重要な野生生物のことをいいます。
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

■水質･流量等の状況
【河川の水質】
花島橋におけるBOD年平均値は、平成

11年度をピークに、おおむね低下する傾向
を示しています。平成15年度以降は前計画
目標値の5mg/L以下を達成しています。

【河川の流量】
花島橋における平成12年度の河川流量は

238千裙/日を示しましたが、平成13年

度から平成21年度は31～84千裙/日
（欠測を除く）で推移しています。年度によ
るばらつきが見られます。

【生活排水処理形態別人口】
平成21年度における処理形態別の水域人

口の割合は、下水道処理人口が約97％とな
り、合併処理浄化槽人口が約1％未満、単
独処理浄化槽人口が約1％、その他が約1％
となっています。

注）汲取…汲み取り
単独…単独処理浄化槽
合併…合併処理浄化槽
下水…公共下水道

（9）花見川上流
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

1）生物指標

2）物理環境

3）水質・流量

1）いろいろな水辺の生き物の保全

・河川改修にあたっては生物の生息・生育環境の保全に十分に配慮します。特に、勝田川においては、
護岸に土羽構造※を採用し、ブロック箇所には掘削した土を詰めた環境保全型ブロック※を用いる
など、植物の生育に配慮します。また、魚類の遡上にも配慮します。

・花見川上流は、市内でも有数の野鳥の生息地になっていることから、河川沿いの斜面林の保全等、
鳥類の生息環境の保全に配慮します。

2）親しみのもてる水辺の創出

・こてはし台調整池が多目的調整池として親しみのもてる水辺の機能を維持できるように、市と市民
が連携して維持管理を行います。

・人々が快適に水辺の散策や散歩ができるように、遊歩道やサイクリングコース沿いの除草や清掃を
適切に実施し、景観等の向上に努めます。

※土羽構造
コンクリートを使わずに、土と張芝による法面構造のことをいいます。

※環境保全型ブロック
安全の確保と生態系の保全を両立できるように構造を工夫したブロックのことをいいます。

望ましい水環境の姿

目標達成のための取組み
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

・浄化推進員による清掃活動を実施します。

・花島公園を核として、サイクリング、散歩、休憩、野鳥の観察など市民のさまざまなニーズに対応
した多目的レクリエーション空間の創出を図ります。

3）ゆたかな流れ（水量）の確保

・かん養域である森林や谷津田（柏井）、農地の保全を図ります。

・民有林を対象とした枝打ちや、間伐林内の整備等を行い、森林の保全・育成を図ります。

・市民の森（柏井、横戸、長作）において、市民との連携による維持管理を実施します。

4）きれいな水（水質）の保全

・生活排水の集合処理（公共下水道等）を進めるとともに、集合処理が適さない地域については、合
併処理浄化槽の設置を促進します。

・工場・事業場からの排出負荷の削減を推進します。

・環境保全型農業（環境にやさしい農業）の推進や家畜ふん尿の適正な処理の指導に努めます。

主な施策

（9）花見川上流
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

（10）花見川下流　～人々の出会いと憩いの場の創出～

基本方針
・街に憩いを与える水辺空間

1）水域の概要

(備考)町丁名の後ろの＊は、2つ以上の水域にまたがっている町丁を示します。

・花見川下流域には住宅地や市街地が形成され、河川沿いにはサイクリングコースや公園緑地が整備
されています。

・平成22年7月末現在、水域内の人口は約52,300人、世帯数は約22,900世帯です。（推計値）

対象区域位置図

①花見川千本桜緑地 ②新花見川橋より上流を臨む ③新幕張橋より上流を臨む
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水域の概要と水環境の現状
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②
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

2）水環境の現状

■水生生物の生息・生育状況

【魚　類】
平成14年度は6種、平成18年度は7種が確認されました。このうち重要種※は、ビリンゴが確

認されました。底生性のハゼ科の確認種数が前回よりも増加していることから、本地点における魚
類の生息環境は平成14年度に比べて改善傾向にあると言えます。

【底生生物】
平成14年度は20種、平成18年度は26種が確認されました。このうち重要種は、シラタエビ、

テナガエビの2種が確認されました。平成14年度の調査に比べて、平成18年度の調査では、底生
生物の確認種数が増加しています。

◇底生生物による生物学的水質判定
底生生物による生物学的水質判定を行うと、平成14年度春季及び平成18年度ともに、「きれい」

～「よごれている」となります。また、平成14年度秋季は、「わりあいきれい」～「とてもよごれ
ている」ですので、秋季は改善の方向にあると言えます。

なお、一般的にきれいな水域には｢カワゲラ類｣、わりあいきれいな水域には｢コカゲロウ類｣、よ
ごれている水域には｢ミズムシ｣、とてもよごれている水域には｢イトミミズ｣などの生物が当てはま
ります。

【植　物】
平成21年度に77種が確認されましたが、重要種は確認されませんでした。特定外来生物のアレ

チウリが確認されました。

生物学的水質判定結果模式図（新幕張橋）

花見川下流の新幕張橋で確認された水生生物

※重要種
環境省や千葉市のレッドリスト等に記載され、千葉市の保護上重要な野生生物のことをいいます。

注）太字は指標生物を示します。

（10）花見川下流
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

■水質･流量等の状況
【河川の水質】
新花見川橋におけるBOD年平均値は、平

成12年度をピークに年々、低下する傾向を
示しています。平成13年度以降は前計画目
標値の5mg/L以下を達成していますが、平
成21度はやや上昇しています。

【河川の流量】
新花見川橋における平成12年度から平成

21年度の河川流量は134～755千裙/日で
推移しています。年度によるばらつきが見
られます。

【生活排水処理形態別人口】
平成21年度における処理形態別の水域人

口の割合は、下水道処理人口が約95％とな
り合併処理浄化槽人口が約1％未満、単独
処理浄化槽人口が約4％、その他が約1％未
満となっています。

注）汲取…汲み取り
単独…単独処理浄化槽
合併…合併処理浄化槽
下水…公共下水道
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

1）生物指標

2）物理環境

3）水質・流量

1）いろいろな水辺の生き物の保全

・花見川の流域は上流も含めて河川沿いに緑地が多く、千葉市の重要な緑地軸を形成しています。ま
た、野鳥等の生息地としても重要な役割を果たしていることから、周辺の公共施設、公園等も含め
て、緑と水辺のネットワークの形成に努めます。

2）親しみのもてる水辺の創出

・人々が快適に水辺の散策や散歩ができるように、遊歩道やサイクリングコース沿いの景観等の向上
に努めます。

・浄化推進員による清掃活動を実施します。

3）ゆたかな流れ（水量）の確保

・河川沿いに整備された花見川千本桜緑地などの公園・緑地の保全に努めます。

4）きれいな水（水質）の保全

・生活排水の集合処理（公共下水道等）を進めるとともに、集合処理が適さない地域については、合
併処理浄化槽の設置を促進します。

・環境保全型農業（環境にやさしい農業）を推進します。

望ましい水環境の姿

目標達成のための取組み

（10）花見川下流
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

主な施策




